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こ
れ
ら
の
観
点
よ
り
、
臨
海
都
市
建
設
に
関
す
る
特
別
立
法
を
行
な
い
、
次
の
内
容
に
つ
き
、
国
の
財
政
的
援

助
と
強
力
な
指
導
を
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
お
き
き
し
た
い
。 

昨
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
災
害
に
つ
づ
き
今
回
の
チ
リ
津
波
災
害
の
惨
状
に
か
ん
が
み
、
海
岸
保
全
事
業
と

臨
海
都
市
計
画
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。
島
国
日
本
と
し
て
、
臨
海
地
域
は
、
つ
ね
に
海
か
ら
く
る
災
害
に
対
す

る
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
と
に
、
港
湾
の
地
形
に
よ
つ
て
住
民
の
居
住
地
は

集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
臨
海
市
町
村
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
港
湾
設
備
、
堤
防
、
埋

立
、
そ
の
他
土
地
の
利
用
計
画
並
び
に
住
宅
、
水
道
等
の
都
市
計
画
に
つ
き
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
。 

な
お
、
最
近
、
海
岸
の
埋
立
事
業
の
無
計
画
な
推
進
の
動
き
が
あ
り
、
ま
た
国
会
に
お
い
て
議
員
立
法
と
し
て

臨
海
地
域
開
発
促
進
法
案
の
審
議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
災
害
を
考
慮
し
な
い
臨
侮
都
市
の
開
発
が
利
権
意
欲

に
刺
激
さ
れ
て
行
な
わ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
憂
慮
に
た
え
な
い
。 
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四 
一 
す
べ
て
の
臨
海
市
町
村
は
防
災
都
市
計
画
を
樹
立
す
る
義
務
を
も
つ
こ
と
。 

二 

臨
海
市
町
村
の
樹
立
す
る
防
災
市
町
村
計
画
に
対
し
て
国
は
特
別
の
財
政
援
助
を
行
な
う
こ
と
。 

三 

住
宅
地
域
、
開
田
地
域
、
工
業
地
域
、
商
業
地
域
等
の
設
定
は
常
に
災
害
防
止
の
見
地
を
と
り
入
れ
て
決
定

せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
す
る
こ
と
。 

四 

住
宅
様
式
も
防
災
建
築
と
し
て
特
別
の
指
導
と
特
別
の
補
助
、
金
融
の
措
置
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
こ
と
。 

五 

そ
の
他
防
災
に
必
要
な
建
設
計
画
に
対
し
て
市
町
村
と
国
の
責
任
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

右
質
問
す
る
。 


